
安曇野市市民協働事業提案制度               

事 業 名   あづみのフィルムアーカイブ事業                                                

協働事業 

実施団体名 
あづみのフィルムアーカイブ 安曇野市 教育部 文化課 

代表者名 三好 大輔 代表者名 課長 那須野 雅好 

活動拠点所在地 安曇野市穂高5227-15 

事 業 実 施 総 額 3,780千円 

事業実施日・期間 平成29年 11月 22日〜平成30年３月３１日 

事業概要・成果 

・今後の展開 

（事業概要）昭和時代に市民が記録した８㍉フィルムは、その土地固有の

文化風習や、時代ごとの地域の暮らしを色濃く残す貴重な文化資産です。

そこで本事業では、散逸や劣化の危機にある貴重な 8 ㍉フィルムのデジタ

ル化を進めるとともに、それら映像を活用して、世代を越えた多くの市民

に参加・協力していただきながら地域映画の制作をしました。 

映画「よみがえる安曇野第 2集」を観ていただくことで、若い世代の方々

には、地域への理解が深まり郷土への愛着が芽生えることを、高齢者の方々

には、自分たちの生きてきた足跡を懐かしく振り返り、精神的にも明るく

健康になってもらえればと期待しています。 

◇具体的な活動 

・映画「よみがえる安曇野第 1集」上映会の開催（市内各所 出前講座） 

・「ホームムービーの日 2017」の開催（11 月 26 日） 

・8㍉フィルムの収集 ・8㍉フィルムのデジタル化（テレシネ作業） 

・フィルム提供者への取材 ・市内音楽グループの皆さんの演奏収録 

・映画「よみがえる安曇野第 2集」制作 

・映画「よみがえる安曇野第 2集」上映会の開催（3月 18 日） 

（成果） 

・アーカイブ事業は３年目を迎え、累計 402 本のフィルムを収集。その内

今年度は 100 本をデジタル化。（合計 250 本のデジタル化終了） 

・散逸（劣化含む）の危機ある貴重な映像資料を保存するとともに、豊科

郷土博物館企画展示でも活用。 

・映画制作では、フィルム提供関係者はもちろん、BGM 収録でも市内音楽サ

ークル、小中学校のクラブ等、多くの市民が制作に関わることができた。 

（今後の展開） 

・出前講座等を通じて、多くの市民の皆さんに観ていただく。 

・福祉・医療現場と連携を図りながら、「回想法」としての活用方法につい

ても模索する。 

・デジタル化していない残りの 150 本のフィルムも順次デジタル化し、今

後、郷土博物館、文書館等で活用できるようデータベース化を進める。 

・よみがえる安曇野第３集、第４集と継続して制作していく。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役割分担 

協働事業実施団体 市 

１ HPの開設 

２ PR チラシ・ポスターの作成 

３ 試写会用映像作成 

４ ８㍉フィルムのデジタル化 

５ 8㍉フィルム提供者へ取材 

６ 市内音楽サークル演奏収録 

７ 映画「よみがえる安曇野」制作 

８ 完成上映会の開催 

１ 広報掲載   

２ ホームムービーの日開催協力 

３ 8㍉フィルム提供者連絡窓口 

４ 8㍉フィルム借用等事務 

５ ８㍉フィルムの返却 

６ 映像編集の協力 

７ 完成上映会の開催 

 

 

 

 

 

 

BGM の収録 

 上：三郷中学

合唱部 

 

 

 下：豊科女声 

    合唱団 

ホームムービーの日 

チラシ 

8 ㍉フィルム提供者への取材（8㍉フィルム試写会の時の様子） 


